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　９月になると爽やかな秋風に揺られた、たくさんの
ひまわりとコスモスが、訪れた大勢の皆さんを出迎え
てくれます。秋には独鈷山登山口でひまわりコスモス
祭りが開催され、まるで花のじゅうたんの上に浮いて
いるようなすばらしい景色を見ることができます。

上田市商工会

独
と っ こ さ ん ろ く み や ざ わ お や し き だ い ら

鈷山麓宮沢御屋敷平ひまわり畑

商工連ながの
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商
工
連
は
5
月
25
日
、
塩
尻
市
の
ホ
テ
ル
あ

さ
ひ
館
に
お
い
て
平
成
28
年
度
通
常
総
会
を
開

催
し
、
提
案
さ
れ
た
平
成
27
年
度
事
業
報
告
・

決
算
等
の
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
の
冒
頭
、
商
工
連
柏
木
会
長
よ
り
、

「
皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
、
商
工
会
地
域
に
お

い
て
、
小
規
模
企
業
の
支
援
と
地
域
振
興
に
ご

尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
深
く
敬
意
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
連
が
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
事

業
に
つ
い
て
も
、
日
頃
、
格
別
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

長
野
県
で
は
今
年
は
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
山
の
日
、
Ｇ
７
交
通
大
臣
会
合
等
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
27
年
度
の
国
内
経
済
は
、
大
胆

な
金
融
政
策
と
原
油
価
格
の
低
下
等
に
よ
り
、

緩
や
か
な
景
気
の
回
復
基
調
が
続
き
ま
し
た
が
、

一
方
で
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
経
済
の

景
気
減
速
の
影
響
や
、
円
高
の
影
響
等
も
あ
り

ま
し
て
、
停
滞
気
味
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
雇

用
や
所
得
環
境
は
改
善
し
て
き
て
い
る
と
言
っ

て
お
り
ま
す
が
、
実
感
と
し
ま
す
と
、
県
内
の

商
工
会
地
域
に
お
け
る
小
規
模
企
業
に
と
っ
て

は
、
引
き
続
き
先
行
き
不
透
明
な
景
気
状
況
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
商
工
連
は
昨
年
、
商
工
会

中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
本
格
的
な
運
用
に

入
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
特
に
『
新
た
な
経

営
支
援
体
制
の
本
格
稼
働
』
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
上
席
専
門
経
営
支
援
員
が
12
人
と
な
り
専

門
分
野
グ
ル
ー
プ
の
活
動
も
ス
タ
ー
ト
し
て
、

専
門
的
支
援
体
制
も
整
え
て
参
り
ま
し
た
。

　

26
年
度
制
定
さ
れ
た
小
規
模
事
業
者
振
興
基

本
法
、
支
援
法
に
よ
る
持
続
化
補
助
金
、
も
の

づ
く
り
補
助
金
等
を
活
用
し
て
会
員
の
皆
さ
ん

の
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
商
工
貯
蓄
共
済
、
会
員
福
祉
共
済
、

特
定
退
職
金
共
済
、
記
帳
機
械
化
事
業
に
係
る

優
良
商
工
会
の
表
彰
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度 

通
常
総
会
の
開
催

各事業の優良商工会表彰　５名の代表者が受領

挨拶をする柏木会長

　県内の日本酒の酒蔵数は81で全国第２位、ワイン用ブドウの生産量も全国最多を誇り、長野県は酒の一大
産地となっています。そんな信州の地酒の消費を拡大し、地域の活性化につなげるため、｢信州の地酒普及促
進･乾杯条例｣を制定し、乾杯を呼び掛けています。	

　県では、「日本酒・ワイン振興室」を４月に発足し、今後も強力に長野県の地酒を振興してまいりますので、
皆様のご協力をお願いします。

【お問合せ先】　県庁産業労働部ものづくり振興課 日本酒・ワイン振興室（026-235-7126）

事業者・従業員
の皆さま 「信州の地酒で乾杯」にご協力ください！

様々な行事や宴席において、お酒を飲む際は、「信州の地酒」で乾杯をお願いします。
飲食店や旅館・ホテルを営む皆様におかれましては、地酒の取り扱い・ＰＲに御配意ください。

※お酒は適正な量で、飲酒運転は絶対にしないよう、お願いします。

県知事表彰の受賞者
　平成28年度の県知事表彰に次の方が受賞されました。おめでとう
ございます。（順不同）
【産業功労者】
　齊藤　正昭　氏	 （安曇野市商工会長・長野県商工会連合会副会長）
　藤倉　陽太郎　氏	（阿智村商工会長・長野県商工会連合会理事）
　田中　篤　氏	 （山ノ内町商工会長・長野県商工会連合会理事）
　望月　喜好　氏	 （野沢温泉商工会長・長野県商工会連合会理事）
【地方自治功労者】
　平野　成基　氏	 （長野県議会議員・商工会議員懇談会副会長）
　宮澤　敏文　氏	 （長野県議会議員・商工会議員懇談会幹事長）
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県
青
連
は
５
月
12
日
（
木
）・
13
日
（
金
）

長
野
市
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
」

に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
通
常
総
会
及
び
商

工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
３
議
案
は

全
て
原
案
ど
お
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
事
業
計
画
で
は
新
規
事
業
と
し
て
、

県
青
連
独
自
に
災
害
復
興
支
援
事
業
を
「
全

国
統
一
１
０
０
円
玉
募
金
」
に
加
え
て
、
部

員
１
人
３
０
０
円
以
上
を
目
標
に
募
金
を
実

施
す
る
こ
と
と
、
組
織
の
拡
充
強
化
を
図
る

た
め
支
部
の
育
成
強
化
策
と
し
て
支
部
懇
談

会
の
開
催
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
部

員
増
強
運
動
の
実
績
が

優
秀
で
あ
っ
た
21
商
工

会
青
年
部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
前
の
理
事
会
に
お
い
て
役
員
の

補
欠
選
任
が
行
わ
れ
、
副
会
長
に
南
澤
芳
保

氏
（
佐
久
穂
町
）、
理
事
に
石
黒
勇
二
氏
（
軽

井
沢
町
）
と
今
井
純
氏
（
南
箕
輪
村
）
が
そ

れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
、
通
常
総
会
の
席
上
で
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
開
催
し
た
主
張
発
表
大
会
で
は
、

県
下
４
地
区
の
代
表
、
南
牧
村
商
工
会
青
年

部
の
黒
岩
隆
臣
氏
、

箕
輪
町
商
工
会
青

年
部
の
荒
川
桂
吏

氏
、
上
松
町
商
工

会
青
年
部
の
町
野

洋
氏
、
野
沢
温
泉
商
工
会
青
年
部
の
三
ツ
井

武
仁
氏
の
４
氏
が
出
場
し
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、
最
近
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

効
果
で
村
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
急
増

に
村
内
の
事
業
者
が
言
葉
の
問
題
な
ど
で
苦

慮
し
て
い
る
中
、
商
工
会
青
年
部
が
懇
談
会

や
英
会
話
講
習
会
を
開
催
し
、
外
国
人
観
光

客
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
を
発
表
さ

れ
た
野
沢
温
泉
商
工
会
青
年
部
の
三
ツ
井
武

仁
氏
が
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
三
ツ
井
武
仁
氏
は
、

９
月
１
日
に
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
で
開
催
予

定
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
長
野
県
代
表
と

し
て
出
場
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

で
は
、
一
日
目
に
「
経
営
計
画
書
の
作
成
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
中
小
企
業
診
断
士
の
原

祐
治
氏
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
日

目
に
は
「
コ
ー
チ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
」
と
題
し
て
、

井
出
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
代
表
の

井
出
美
由
樹
氏
よ
り
の
講
演
と
「
経
営
革
新

を
成
功
さ
せ
る
市
場
の
掴
み
方
と
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
知

識
」
と
題
し
て
、

株
式
会
社
ノ
ウ
ハ

ウ
バ
ン
ク
代
表
取

締
役
の
三
科
公
孝

氏
よ
り
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
女
性
連
は
５
月
11
日
（
水
）
長
野
市
「
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
」
に
お
い
て
、

通
常
総
会
及
び
商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。　

通
常
総
会
で
は
、

平
成
27
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算

報
告
、
平
成
28
年

度
事
業
計
画
な
ど

が
審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
開
催
し
た
主
張
発
表
大
会
で
は
、

県
下
４
地
区
を
代
表
し
て
南
牧
村
商
工
会
女

性
部
の
平
松
由
貴
子
氏
、
原
村
商
工
会
女
性

部
の
常
田
啓
子
氏
、
朝
日
村
商
工
会
女
性
部

の
清
澤
あ
ゆ
み
氏
、
坂
城
町
商
工
会
女
性
部

の
清
水
路
子
氏
の
４
名
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
、
次
世
代
の
起
業
家
、
経
営

者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
次
世
代

起
業
家
育
成
塾
を

開
催
し
、
地
元
の

小
学
生
が
お
寿
司

を
握
る
体
験
を
通

じ
て
地
域
産
業
の

魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
発
表
さ

れ
た
、
朝
日
村
商
工
会
女
性
部
の
清
澤
あ
ゆ

み
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

で
は
「
平
成
28
年
度
県
女
性
連
事
業
の
展
開

に
つ
い
て
」
商
工
連
宮
下
事
務
局
次
長
よ
り

説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
歴
史
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
六
龍
堂
・
信
州
上
田
観
光
大

使
の
早
川
知
佐
氏

よ
り
「
歴
史
で
地

域
活
性
化
！
日
本

を
元
気
に
」
と
題

し
て
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
活
性
化
や
町
お
こ
し
の
実
例
と
し
て
、

真
田
丸
で
描
か
れ
て
い
る
信
州
上
田
と
真
田

の
歴
史
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
り
、
聴
講

者
は
、
身
近
な
地
域
に
愛
着
を
持
ち
自
分
た

ち
が
今
後
地
域
活
性
化
の
た
め
に
何
を
す
べ

き
か
、
何
を
守
っ
て
い
く
の
か
考
え
る
き
っ

か
け
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

 
平
成
28
年
度 

長
野
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
通
常
総
会
・

       
商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

　   
～
事
業
報
告
・
決
算
、
事
業
計
画
・
予
算
等
を
承
認
～

 

平
成
28
年
度 

長
野
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
通
常
総
会
・

                     

商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

平成28年度通常総会

総会で挨拶をする
佐々木会長

最優秀賞を受賞された
清澤あゆみ氏

最優秀賞	三ツ井武仁氏
（野沢温泉商工会）

講師の
井出美由樹氏

講師の
三科公孝氏

講師の早川知佐氏
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北
ア
ル
プ
ス
の
麓
、
高
瀬
川
沿
い
に
面
し
た

池
田
町
。
南
北
に
長
い
池
田
町
は
、「
花
と
ハ
ー

ブ
の
里
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
町

内
各
所
に
ハ
ー
ブ
や
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
側
の
な
だ
ら
か
な
斜
面
を
利
用
し
ワ

イ
ン
用
ブ
ド
ウ
が
栽
培
さ
れ
、
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。
当
社
は
平
成
22
年
か
ら
町
の
指
定

管
理
を
受
け
て
、「
道
の
駅
」
を
兼
ね
た
池
田

町
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
を
管
理
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
活
用
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
商
工
会
主
催
の
経

営
計
画
書
作
成
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
で
し
た
。

商
工
会
の
支
援
の
も
と
経
営
計
画
書
を
策
定
し

た
こ
と
で
、現
状
の
問
題
点
や
課
題
、顧
客
ニ
ー

ズ
等
が
把
握
で
き
、
今
後
の
目
標
や
方
向
性
が

明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　

補
助
事
業
を
活
用
し
て
ま
ず
始
め
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
は
、
当
町
の
特
産
で
あ
り
、
当
社
の

強
み
で
あ
る「
ハ
ー
ブ
製
品
」の
販
路
拡
大
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
併
せ
、ハ
ー

ブ
製
品
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
販
売
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
全
国
の
お
客
様
が
24

時
間
ど
こ
で
も
購
入
で
き
、
か
つ

低
コ
ス
ト
で
運
営
で
き
る
体
制
を

整
備
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
会
社

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
製
作
し
、

物
産
展
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
配
布
し
、

ハ
ー
ブ
製
品
や
当
社
製
品
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

ハ
ー
ブ
製
品
の
売
上
が
前
年
比

１
２
０
％
の
増
加
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

次
に
、取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、お
客
様
か
ら「
買

い
物
し
づ
ら
い
」
と
の
声
が
多
か
っ
た
農
産
物

直
売
所
の
改
善
で
す
。
商
工
会
よ
り
レ
イ
ア
ウ

ト
の
改
善
提
案
を
い
た
だ
き
、
特
に
高
齢
者
の

お
客
様
が
買
い
物
し
や
す
い
売
場
環
境
を
目
指

し
、
陳
列
台
を
新
た
に
導
入
し
、
併
せ
て
売
場

の
拡
大
と
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
ま
し
た
。
改

善
後
は
、
お
客
様
よ
り
「
通
路
が
広
く
な
り
買

い
物
し
や
す
く
な
っ
た
」「
商
品
が
と
り
や
す
く

な
っ
た
」
等
の
評
価
を
い
た
だ
き
、
農
産
物
部

門
の
売
上
増
加
だ
け
で
な
く
、
農
産
物
等
を
出

荷
す
る
生
産
者
の
意
欲
と
品
質
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

経
営
計
画
の
策
定
は
、
新
し
い
事
業
や
取
り

組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
め
の
第
一
歩
を
踏

み
出
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
補
助
事
業
に

取
り
組
む
か
ら
経
営
計
画
を
策
定
す
る
の
で
は

な
く
、
目
標
を
明
確
に
す
る
中
で
、
常
に
自
社

の
経
営
計
画
を
見
直
し
、
新
た
な
事
業
展
開
を

図
り
、地
域
の
支
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

中小企業の新たな事業活動

㈱てる坊市場 池田町商工会

花とハーブの里「池田町」指定管理者
として小規模事業者持続化補助金を 
活用した販路開拓に挑戦

足湯から望むラベンダー園

持続化補助金により改善が図られた農産物売場と会社パンフレット

指定管理者として管理運営する池田町ハーブセンター
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起
業
塾
で
地
域
経
済
の

           

活
性
化
と
会
員
増
強
!!

　

信
濃
町
商
工
会
で
は
、
平
成
24
年
度
よ
り
町

か
ら
の
委
託
を
受
け
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る

事
業
者
・
会
員
数
の
歯
止
め
と
、
地
域
活
性
化

の
起
爆
剤
に
な
れ
ば
と
の
期
待
を
込
め
な
が
ら

「
起
業
塾
」
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
対
象
者
は
、
信
濃
町
内
で
創
業
や
新
し

い
事
業
（
起
業
、
第
二
創
業
）
を
模
索
し
て
い

る
方
（
若
手
経
営
者
、
後
継
者
、
会
社
幹
部
か

ら
過
去
に
こ
の
塾
を
受
講
し
た
方
も
再
受
講
す

る
こ
と
が
可
能
）
で
、
経
営
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
も
見
込
ん
だ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、
経
営

に
関
す
る
様
々
な
こ
と
を
、
講
師
の
具
体
的
な

支
援
事
例
を
交
え
な
が
ら
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
起
業
塾
は
、
こ
れ
ま
で
計
４
回
開
催
し
、

延
べ
参
加
者
数
は
75
人
。
信
濃
町
以
外
に
居
住

し
な
が
ら
受
講
さ
れ
た
方
は
、
東
京
都
３
名
、

茨
城
県
１
名
、
長
野
市
２
名
、
松
本
市
１
名
。

受
講
者
の
特
徴
と
し
て
、
男
性
と
女
性
の
参
加

比
率
は
、
ほ
ぼ
５
：
５
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー

ン
の
方
の
参
加
も
多
い
。

　

統
括
講
師
は
滝
澤
恵
一
氏
（
中
小
企
業
診
断

士
、
一
般
社
団
法
人
長
野
県
中
小
企
業
診
断
協

会
会
長
）。

　

昨
年
度
は
、
平
日
夜
間
と
休
日
を
含
む
日
程

の
中
で
12
日
間
、
18

テ
ー
マ
で
実
施
し
ま

し
た
。

　

受
講
料
は
無
料
。

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の

　
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
!!

　

一
期
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
提
出
率
が
50
％

で
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
事
務
局
で
改
善
に
つ

い
て
検
討
。
二
回
目
以
降
、
受
講
生
全
員
の
提

出
を
目
標
に
、
予
算
内
で
講
師
と
事
務
局
同
席

の
も
と
実
施
さ
れ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
指
導

を
盛
り
込
み
、
受
講
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
提

出
率
を
１
０
０
％
へ
。

　

ま
た
、
町
独
自
の
創
業
関
連
補
助
金
と
し
て
、

「
信
濃
町
起
業
等
人
材
育
成
支
援
事
業
補
助
金
」

が
創
設
さ
れ
、
よ
り
起
業
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
行
政
が
支
援
。
こ
の
補
助
金
は
起
業
塾
を

受
講
し
作
成
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

信
濃
町
内
で
起
業
さ
れ
た
町
在
住
者
（
町
内
へ

の
転
居
予
定
者
含
む
）
へ
交
付
さ
れ
る
補
助
制

度
で
す
。
新
規
開
業
者
も
し
く
は
す
で
に
事
業

を
営
ん
で
い
る
方
が
新
た
に
事
業
展
開
さ
れ
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
開
業
に
必
要
な
経
費

の
２
分
の
１
を
限
度
に
最
高
で
１
０
０
万
円
を

助
成
し
て
く
れ
、
現
在
こ
の
補
助
金
の
採
択
を

受
け
た
方
は
11
名
お
り
、
町
内
で
事
業
活
動
を

活
発
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
補
助
金
の
採
択
を
受
け
た
方

は
約
１
年
間
（
計
12
回
）
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ
ち
ら
も
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
指
導
同
様
、
中
小
企
業
診
断

士
で
あ
る
滝
澤
恵
一
氏
と
主
任
経
営
支
援
員
が

協
力
し
て
支
援
し
ま
す
。

起
業
塾
事
業
に
よ
る
効
果
!!

　

統
括
講
師
で
あ
る
滝
澤
恵
一
氏
の
講
義
に
あ

る
起
業
・
経
営
・
人
生
で
活
か
す
こ
と
「
活
縁

育
縁
」
の
教
え
と
、
主
任
経
営
支
援
員
に
よ
る

Facebook

活
用
の
推
進
に
よ
り
塾
生
間
は
も

と
よ
り
広
範
囲
に
仲
間
が
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
当
町
は
飲
食
業
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
産

業
も
年
々
減
少
し
て
い
た
が
、
こ
の
事
業
を
機

に
飲
食
店
や
居
酒
屋
な
ど
が
新
た
に
開
業
。
新

規
店
舗
に
対
す
る
町
内
外
の
評
判
も
良
好
で
あ

り
、
町
に
来
訪
さ
れ
る
外
国
人
を
含
む
観
光
客

な
ど
か
ら
み
て
も
、
徐
々
に
町
に
元
気
が
戻
り

つ
つ
あ
る
と
い
う
印
象
を
与
え
て
お
り
、
商
工

会
と
し
て
も
う
れ
し
く
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
商
工
会
へ
の
入
会
者
も
起
業
塾

を
き
っ
か
け
に
卒
業
生
な
ど
の
入
会
で
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
数
名
の
開
業
予
定
者
が
お
り
、
ま

た
10
月
よ
り
第
５
回
起
業
塾
開
催
に
当
た
り
す

で
に
５
、６

名
の
参
加
希

望
者
も
お
り
、

地
方
創
生
と

マ
ッ
チ
ン
グ

し
た
明
る
い

兆
し
が
見
え

て
き
て
お
り

ま
す
。

 
商
工
会
は
い
ま
─
Vol.103

北信

起業塾受講風景	

起業プラン発表会

グループディスカッションでお互いのプランを磨きあう!!
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補助金制度の概要
受発注システムの改修等の支援 （Ｂ型）　（Ｂ to Ｂ支援）

概 　 　 要 電子的な受発注システム（EDI/EOS等）を利用する事業者が、複数税率に対応するために必要と
なる機能の改修・入替を支援します。

補　 助　 率 2/3

補 助 額 上 限
発注システムの場合　　　 　1,000万円
受注システムの場合　　　　　150万円
発注システム・受注システム両方の場合　　1,000万円

補 助 対 象

・電子的受発注データのフォーマットやコード等の改修
・現在利用している電子的受発注システムから複数税率対応したシステムへの入替
・  電子的受発注に必須となる商品マスタや、発注・購買管理、受注管理機能の改修・入替
※ 受発注管理とともに在庫管理、財務会計などが一体となったパッケージ製品・サービスについ

ては、電子的受発注システムの機能を含むものであれば、初期購入費用の1/2を補助対象経費
とし、これに補助率を乗じたものを支援します。リースの場合も対象です。

申 請 支 援 等

・  専門知識を必要とするシステムの改修のため、申請者に代わって、事務局が指定したシステム
ベンダーなどが「代理申請」を行います。

・  ただし、事務局に登録されたパッケージ製品・サービスを自ら導入する場合は、申請者自身で
の申請となります。

申請のタイミング 指定事業者による改修：システム改修・入替 前（申請は随時受付）
自己導入：システム改修・入替 後（申請は随時受付）

システムベンダー等に発注して受発注システムの改修・入替を実施する場合

⇒ 改修・入替を行うシステムベンダー等（指定事業者）が代理申請により交付
申請を行います。

中小企業・小規模事業者等が自らパッケージ製品・サービスを購入し導入して
受発注システムを改修・入替をする場合

⇒中小企業・小規模事業者等が自ら交付申請を行います。

B-1型

B-2型

受発注システム・指定事業者改修型

受発注システム・自己導入型

B 型

補助金申請の対象期間（情報は現在交付されている法令に基づくものです。）

平成28年３月29日
平成29年３月末日
　　　　平成29年５月末日

この期間に交付申請した後にシステム改修・入替等が完了したものが対象です！

改修・入替完了後に完了報告が必要です！

交付申請が受理される前に作業着
手した場合は補助対象になりませ
んのでご注意ください！

リース利用の申請（共同申請）
リースを利用してレジの導入、システム導入等を行
う場合も補助金申請が可能です。
指定リース事業者と共同申請します。補助金の受取
りは、共同申請者の指定リース事業者になります。
リースを利用する場合は、必ず事前にリース事業者
と相談するようにしてください。

ご相談は最寄りの商工会まで

ここに
注意！Ａ･

Ｂ
型
共
通

補助金の申請は、
　①システム改修等に着手する前の「交付申請」
　② 改修等が完了した後に「完了報告」の２段

階に分かれています
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複数税率対応のレジを導入する際に
補助金があります。

補助金制度の概要
レジ導入等の支援（Ａ型）　（Ｂ to C支援）

概 　 　 要 複数税率に対応するレジの新規導入や、既存レジの複数税率対応のための改修を支援します。（レ
ジには、POS機能のないレジ、モバイルPOSレジシステム、POSレジシステムなどを含みます。）

補　 助　 率
原則2/3
・導入費用が３万円未満の機器を１台のみ購入する場合は3/4
・タブレット等の汎用端末は1/2（周辺機器とのセット購入のみ補助対象）

補 助 額 上 限 レジ１台あたり20万円。新たに行う商品マスタの設定や機器設置に費用を要する場合は、さらに
１台あたり20万円が加算。複数台数申請等については、１事業者あたり200万円を上限。

補 助 対 象

・レジ本体
・  レジ付属機器等（バーコードリーダー・キャッシュドロア・クレジットカード決済端末・電子

マネーリーダー・カスタマーディスプレイ・レシートプリンタ・ルーター・サーバ）
・機器設置に要する経費（運搬費含む）
・商品マスタの設定費
※リースの場合も対象です。具体的な対象機種等は、ホームページで公表します。

申 請 支 援 等
申請者自身による申請に加え、ホームページで公表する一部のメーカー、販売店、ベンダーなど
による「代理申請」等の利用が可能です。また、基本的には、申請書数枚と証拠書類で申請が可
能です。

申請のタイミング 機器導入・改修 後（申請は随時受付）

軽減税率対策補助金とは、
　消費税軽減税率（複数税率）への対応が必要となる中小企業・小規模事業者の方々が、複数税率対応レジの導入や、
受発注システムの改修などを行うにあたって、その経費の一部を補助する制度で、次のA型とB型の２つの申請類型があ
ります。

複数税率対応の機
能を有するPOS機
能のないレジを対
象機器とし、その
導入費用を補助対
象とします。

A-1型 A-2型 A-3型 A-4型

複数税率非対応
のレジを、対応
レジに改修する
場合の費用を補
助対象とします。

複数税率対応したレジ機能サー
ビスをタブレット、PC、スマー
トフォンの汎用端末と付属機器
を組み合わせてレジとして利用
する場合の導入費用を補助対象
とします。

POSレジシステム
を複数税率に対応
するように改修ま
たは導入する場合
の費用を補助対象
とします。

レジ・導入型 レジ・改修型 モバイルPOSレジシステム POSレジシステム

A 型

補助金申請の対象期間（情報は現在交付されている法令に基づくものです。）

平成28年３月29日
平成29年３月末日
　　　　平成29年５月末日

この期間に導入・改修したレジ等が対象です！

この日までに補助金申請をしましょう！（レジ導入・改修後に申請）

公募要領、申請の手引き、交付申請書など補助金申請
に必要な様式や手続き等の情報が掲載されています。
申請者向けページ（URL:http://kzt-hojo.jp/）

軽減税率対策補助金事務局ホームページ
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経 　

知
的
財
産
権
と
は
、
特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、

商
標
、
著
作
権
な
ど
の
、
人
間
が
頭
脳
に
よ
っ
て
創

造
し
た
技
術
的
ア
イ
デ
ア
、工
業
デ
ザ
イ
ン
、ト
レ
ー

ド
マ
ー
ク
や
サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ク
、
著
作
物
な
ど
の
知

的
財
産
を
保
護
す
る
た
め
の
法
律
上
定
め
ら
れ
た
権

利
を
言
い
ま
す
。

　

現
代
の
企
業
経
営
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
正

確
な
知
識
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
知
的
財
産
権
の
分

野
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
活
動
を
保
護
す
る
た

め
に
、
国
際
条
約
な
ど
に
基
づ
く
共
通
の
国
際
ル
ー

ル
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
知
的
財
産
権

は
各
国
の
産
業
競
争
力
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
か
ら
、
各
国
ご
と
に
自
国
の
産
業
の
保
護
、
育
成

を
図
る
た
め
の
独
自
の
施
策
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
知
的
財
産
権
の
基
本
的
枠
組
み
を

理
解
し
た
上
で
、
我
が
国
の
知
的
財
産
権
に
関
す
る

各
種
の
情
報
収
集
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の

情
報
収
集
に
際
し
て
は
、
以
下
の
相
談
事
業
や
支
援

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
収
集

さ
れ
た
情
報
を
ど
の
よ
う
に
事
業
に
活
用
し
て
い
く

か
（
知
財
戦
略
）
を
考
え
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

Ａ
．
基
本
情
報
の
収
集
、
相
談

　

県
内
の
知
的
財
産
権
に
関
す
る
相
談
事
業
は
、
商

工
会
連
合
会
に
よ
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
の
専
門

家
に
よ
る
訪
問
相
談
を
始
め
と
し
て
、
長
野
県
発
明

協
会
や
諏
訪
圏
特
許
事
務
所
連
合
会
に
よ
る
無
料
相

談
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
特
許
庁
の
知
的
財
産
権
制
度
説
明

会（
初
心
者
向
け
）*1
が
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
事
業
分
野
に
関
連
す
る
特
許
公
報
な
ど

の
技
術
情
報
の
収
集
も
重
要
で
す
。
*1)http://

w
w
w
.jpo.go.jp/torikum

i/ibento/ibento2/h28_
beginner.htm

Ｂ
．
支
援
制
度
の
利
用

　

知
的
財
産
権
に
関
す
る
支
援
制
度
と
し
て
は
左
の

表
に
記
載
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
３
～
６
は
中
小

企
業
知
的
財
産
活
動
支
援
事
業
費
補
助
金
の
各
事
業

で
、
海
外
専
門
家
の
助
言
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

Ｃ
．オ
ー
プ
ン
・
ク
ロ
ー
ズ
の
視
点（
知
財
戦
略
）

　

法
律
上
定
め
ら
れ
た
知
的
財
産
権
は
基
本
的
に
対

外
的
に
内
容
を
開
示
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
事
業
活
動
の
内
容
を

開
示
し
す
ぎ
る
と
、
自
社
の
競
争
力
を
大
幅
に
減
少

さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
誰

で
も
活
用
で
き
る
情
報
は
瞬
時
に
全

世
界
に
広
が
り
得
る
時
代
で
す
の
で
、

ど
の
情
報
を
開
示
し
、
ど
の
情
報
を
秘

匿
化
す
る
の
か
と
い
う
事
業
戦
略
を

立
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
業
利
益

の
き
っ
か
け
は
開
示
さ
れ
た
情
報
に

基
づ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
継
続
的

な
事
業
利
益
の
回
収
は
秘
匿
化
さ
れ

た
情
報
を
源
泉
と
す
る
こ
と
が
多
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

上
記
の
相
談
会
や
支
援
制
度
は
、
単

に
知
的
財
産
権
の
取
得
に
利
用
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
事
業
活
動
全
般
の
方

向
性
や
戦
略
を
構
築
す
る
た
め
に
活

用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
御
社
の
置

か
れ
た
立
場
や
状
況
を
複
数
の
専
門

家
に
相
談
し
た
結
果
を
元
に
、
広
範
な

観
点
か
ら
多
面
的
に
事
業
戦
略
を
練

り
直
し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

知的財産権の
情報収集と事業活用

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

弁理士
三枝　弘明　氏

制度名称等 対象者 補助内容
１�．中小ベンチャー企
業・小規模企業減免
制度*2

従業員20人（商業又はサー
ビス業は５人）以下の個人
事業主又は小規模法人
設立10年未満中小企業

特許出願の出願審査請求
料と特許料を1/3に減額

２�．中小企業等特許情
報分析活用支援事業
*3

中小企業（特許調査を行う
者、出願人）

開発の方向性や事業展開
の可能性等の分析評価
（採択されれば無料）

３�．中小企業等外国出
願支援事業*4

中小企業（特許、実用新案、
意匠、商標の出願人）

外国出願費用の1/2を補
助。

４�．模倣品対策支援事
業*4

中小企業（対象国の特許、実
用新案、意匠、商標の権利者）

対策費用の2/3を補助。

５�．防衛型侵害対策支
援事業*4

中小企業（対象国での海外
知財訴訟の被告）

対策費用の2/3を補助。

６�．冒認商標無効・取
消係争支援事業*4

中小企業（対象国で商標を
取得された者）

対策費用の2/3を補助。

７�．海外知財訴訟保険
事業*5

中小企業（海外知財訴訟費用
保険加入者）

保険料の1/2を補助。

*2)�http://www.jpo.go.jp/tetuzuki/ryoukin/chusho_keigen.htm
*3)�http://ip-bunseki.go.jp/index.html
*4)�http://www.jpo.go.jp/sesaku/shien_kaigaishingai.htm
*5)�http://www.jpo.go.jp/sesaku/shien_sosyou_hoken.htm
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法 　

こ
の
平
成
28
年
４
月
１
日
に
、
改
正
行
政
不
服
審

査
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
（
平
成
26
年
６
月
13
日
公

布
）。

　

こ
う
聞
い
て
も
、
あ
ま
り
自
分
に
は
関
係
の
な
い

話
と
お
思
い
に
な
ら
れ
ま
す
か
？

　

た
と
え
ば
、市
役
所
が
一
定
の
事
業（
飲
食
業
等
）

の
開
始
を
許
可
し
た
後
に
、
事
業
者
が
法
令
に
違
反

し
た
と
き
、
一
定
期
間
の
営
業
停
止
を
命
令
し
、
又

は
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
許

可
」、「
命
令
」、「
取
消
し
」
等
は
い
ず
れ
も
「
処
分
」

に
な
り
ま
す
。「
処
分
」
と
は
、
そ
の
他
に
も
固
定

資
産
税
の
賦
課
決
定
処
分
、
保
育
所
の
入
園
申
込
み

に
関
す
る
不
承
諾
処
分
等
、
ご
く
一
般
的
な
事
業
活

動
や
、
日
常
生
活
の
中
で
身
近
に
起
こ
り
う
る
こ
と

で
す
。

　

こ
う
し
た
「
処
分
」
に
関
し
、
不
服
が
あ
っ
た
時

に
、
ど
の
よ
う
な
制
度
に
よ
っ
て
手
続
が
行
わ
れ
る

の
か
等
を
定
め
た
法
律
が
行
政
不
服
審
査
法
に
な
る

と
こ
ろ
、
同
法
が
①
公
平
性
の
向
上
、
②
使
い
や
す

さ
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
、
時
代
に
即
し
た
見
直
し

を
実
施
す
べ
く
、
約
50
年
ぶ
り
に
抜
本
的
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
な
さ
れ
た

処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
て
か
ら
、
新
し
い
不
服
申

立
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
法
律
の
概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
に
な
り

ま
す
。

１　

公
平
性
の
向
上
に
関
す
る
見
直
し
に
つ
い
て

　

①　

審
理
員
制
度
の
導
入

　
　

	

不
服
の
申
立
て
は
、不
服
の
申
立
が
あ
る
人（
審

査
請
求
人
）
と
、
処
分
庁
の
主
張
を
整
理
し
た

上
で
、
審
査
庁
（
大
臣
や
地
方
公
共
団
体
の
長

等
）
が
裁
決
を
行
う
手
続
で
す
が
、
改
正
前
に

は
審
査
請
求
の
審
理
を
行
う
者
に
つ
い
て
規
定

が
な
く
、
処
分
に
関
与
し
た
職
員
が
審
理
を
行

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
職
員
の
う

ち
処
分
に
関
与
し
な
い
職
員
が
審
理
員
と
な
っ

て
両
者
の
主
張
を
公
平
に
審
理
す
る
よ
う
見
直

さ
れ
ま
し
た
。

　

②　

第
三
者
機
関
へ
の
諮
問
手
続
の
導
入

　
　

	

裁
決
に
際
し
、
有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
第
三
者

機
関
（
行
政
不
服
審
査
会
等
）
が
、
第
三
者
の

視
点
で
審
査
庁
の
判
断
の
妥
当
性
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
決
の
公
平
性
を
目
指
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

③　

審
査
請
求
人
の
権
利
の
拡
充

　
　

	

審
査
請
求
人
・
参
加
人
は
口
頭
意
見
陳
述
に
加

え
、
処
分
庁
等
に
対
す
る
質
問
が
可
能
に
な
り

（
改
正
前
は
意
見
陳
述
の
み
）、
審
理
員
に
提
出

さ
れ
た
全
て
の
書
類
・
物
件
の
閲
覧
が
可
能
に

な
り
、
写
し
の
交
付
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
（
改
正
前
は
閲
覧
の
み
）。

２　

使
い
や
す
さ
の
向
上　

～
国
民
の
利
便
性
～

　

①　

不
服
申
立
て
期
間
の
延
長

　
　

	

不
服
の
申
立
期
間
が
60
日
以
内
だ
っ
た
も
の

が
、
３
ヶ
月
以
内
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

②　

不
服
申
立
て
の
種
類
の
一
元
化

　
　

	
改
正
前
は
不
服
申
立
て
の
手
続
と
し
て
、
審
査

請
求
の
ほ
か
、
異
議
申
立
て
、
再
審
査
請
求
が

あ
り
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
審
査
請
求
に
一
元

化
さ
れ
ま
し
た
。

　

③　

審
理
の
迅
速
化

　
　

	

標
準
審
理
期
間
の
設
定
を
努
力
義
務
と
し
、
複

雑
な
事
件
な
ど
の
場
合
に
、
あ
ら
か
じ
め
争
点

等
を
整
理
し
、
計
画
的
に
審
理
手
続
を
進
め
る

た
め
の
争
点
・
証
拠
の
事
前
整
理
手
続
な
ど
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

④　

不
服
申
立
前
置
の
見
直
し

　
　

	

行
政
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
不
服
申
立

て
を
す
る
か
、
直
ち
に
裁
判
所
に
出
訴
す
る
か

は
国
民
が
選
択
で
き
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、

改
正
前
は
不
服
申
立
前
置
（
不
服
申
立
に
対
す

る
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
行
政
訴
訟
を
提

起
で
き
な
い
こ
と
）
を
定
め
る
個
別
法
が
96
も

あ
り
、
原
則
と
例
外
が
逆
に
な
っ
た
よ
う
な
状

況
で
し
た
。
そ
こ
で
、
見
直
し
が
行
わ
れ
、
96

の
う
ち
68
の
法
律
に
つ
い
て
不
服
前
置
が
廃

止
・
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

		

資
料
：
総
務
省
「
行
政
不
服
審
査
法
関
連
三
法
案
に
つ
い
て
」

　

改
正
行
政
不
服
審
査
法
は
、そ
の
目
的
と
し
て「
国

民
が
簡
易
迅
速
か
つ
公
正
な
手
続
の
下
で
」「
国
民

の
権
利
利
益
の
救
済
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
の
適

正
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

「
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
公
正
な
行
政
の
基
礎
と
な

る
仕
組
み
」
と
し
て
の
行
政
不
服
審
査
制
度
の
充
実

を
目
指
す
今
回
の
法
改
正
は
、
民
間
企
業
が
新
規
に

事
業
を
行
う
た
め
の
前
提
と
し
て
も
大
き
な
意
義
を

有
し
、
日
本
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
も
有
益
で
あ

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

約50年ぶりです。
　  ―改正行政不服審査法の

施行について

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

弁護士
髙野尾　三穂　氏

《改正後》 ④諮問・答申

審査庁
（例）大臣

処分庁審査請求人
（国民）

審査庁
（例）大臣

審査請求人
（国民）

審理員
（例）本省大臣官房職員

①主張・証拠提出
※審査請求人は関
　係書類の閲覧・
　謄写可能

③裁決

③裁決の案

第三者機関
（例）行政不服審査会※

処分庁
（例）
地方支分部局の長

（例）地方支分部局の長

②審理

②審理

審理を行う者
について
規定なし

⑤裁決

《旧制度》

①主張・
証拠提出

※審査請求人
　は関係書類
　の閲覧可能

※　国：総務省に設置
　地方公共団体：共同設
　置、他団体への委託、
　事件毎に第三者機関
　設置が可能



商工連ながの H28.8月号● 10

こ
の
場
所
に

　

１
９
４
９
年
、
激
戦
の
硫
黄
島
か
ら
奇
跡

の
生
還
を
し
た
創
業
者
は
、
弱
っ
て
い
た
体

を
な
ん
と
か
し
っ
か
り
さ
せ
よ
う
と
、
山
梨

や
長
野
の
山
々
を
訪
ね
歩
い
て
い
た
時
に
、

た
ま
た
ま
訪
れ
た
こ
の
立
科
の
地
で
自
分
の

夢
を
認
め
て
下
さ
る
方
々
に
め
ぐ
り
逢
い
、

「
自
分
の
生
き
る
場
所
を
こ
こ
に
見
つ
け
た
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
９
６
９
年
に
地
元
の
牛
乳
を
ジ
ョ
ッ
キ

で
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
蓼
科
牧
場

の
管
理
事
務
所
の
一
角
を
売
店
と
し
て
間
借

り
し
、
20
個
の
ジ
ョ
ッ
キ
で
の
営
業
を
始
め

ま
し
た
。

　

当
時
は
、
酪
農
も
盛
ん
で
、
牧
場
開
き
に

は
４
０
０
頭
以
上
も
の
牛
が
集
ま
り
、
そ
の

足
爪
に
番
号
を
押
す
焼
印
の
煙
が
一
日
中
立

ち
込
め
、
牛
同
士
の
権
力
争
い
や
、
夜
の
集

団
脱
走
等
、
牛
そ
れ
ぞ
れ
の
派
閥
が
落
ち
着

く
ま
で
は
、
係
の
方
た
ち
の
気
の
休
ま
ら
な

い
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

年
を
経
て
、
近
年
、
牛
乳
の
過
剰
生
産
と

や
ら
で
生
乳
の
廃
棄
、
乳
価
の
低
迷
、
酪
農

業
の
後
継
者
不
足
等
々
で
、
現
在
の
蓼
科
牧

場
も
牛
の
姿
は
ず
い
ぶ
ん
少
な
く
な
っ
て
し

ま
い
淋
し
く
感
じ
ま
す
。

　

そ
ん
な
折
、
テ
レ
ビ
で
、「
熱
中
症
の
予

防
に
は
牛
乳
が
効
果
的
で
あ
る
。」
と
伝
え

て
い
る
の
を
耳
に
し
ま
し
た
。

　
「
ど
う
か
こ
の
報
道
が
一
過
性
の
も
の
で

は
な
く
、
じ
ん
わ
り
と
定
着
し
て
い
き
ま
す

よ
う
に
…
」

　

広
大
な
牧
草
の
中
に
揺
れ
る
牛
の
尻
毛
を

眺
め
な
が
ら
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

現
在
の
店
舗
は
、
蓼
科
山
の
北
裾
、
海
抜	

１
、５
０
０
m
に
広
が
る
蓼
科
第
２
牧
場
に

あ
り
、
春
に
は
、
白
樺
や
唐
松
な

ど
の
木
々
が
緑
に
芽
吹
き
、
牧
場

は
波
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
く
萌

生
色
の
若
草
の
絨
毯
。
そ
し
て
、

な
ん
と
言
っ
て
も
夏
の
高
原
を
渡

る
涼
や
か
な
風
。
秋
の
落
日
。
冬

の
厳
し
さ
の
中
に
あ
る
雪
景
色
や

霧
氷
の
煌
め
く
樹
々
の
美
し
さ
。

　

そ
ん
な
立
科
の
大
自
然
が
織
り

な
す
か
け
が
え
の
な
い
風
景
を
決

し
て
邪
魔
す
る
こ
と
な
く
、
い
つ

ま
で
も
訪
れ
た
方
々
の
“
心
の
ふ

る
さ
と
”
と
な
れ
る
よ
う
な
店
で

あ
り
続
け
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

や
か
ん
か
ら
注
ぐ
、
ジ
ョ
ッ
キ

牛
乳
を
片
手
に
、
店
で
焼
い
た
焼

き
た
て
の
パ
ン
を
か
じ
り
な
が
ら

「
フ
ゥ
ー
」
と
ひ
と
息
つ
い
て
い
る
お
客
様
、

牛
乳
の
味
に
こ
だ
わ
っ
た
牛
乳
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
食
べ
る
お
客

様
の
姿
を
目
に
出
来
る
こ
と
は
、
あ
り
が
た

く
、
と
て
も
う
れ
し
い
。

　

ま
た
、
狭
い
お
土
産
コ
ー
ナ
ー
で
す
が
、

作
り
手
の
顔
が
見
え
、
作
り
手
の
気
持
ち
が

伝
わ
る
も
の
を
少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
、
旅
の
思
い
出
に
な
る
一
品
を

と
、
出
来
る
だ
け
地
産
の
物
を
置
い
て
い
ま

す
。

　

女
神
湖
、
白
樺
湖
へ
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
、

蓼
科
第
２
牧
場
へ
立
ち
寄
っ
て
こ
の
風
景
を

感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。
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この　に人

蓼科第２牧場の風景を見ながらのイートインスペース

牛乳専科もうもうのお客様を出迎える看板

牛乳専科もうもう
代表　中野安佐子さん
立科町商工会



　

高
山
村
は
、
長
野
市
中
心
部
か
ら
約
20
㎞

の
距
離
に
あ
り
小
布
施
町
・
須
坂
市
に
隣
接

し
た
山
あ
い
の
農
村
で
す
。
人
口
は
平
成
12

年
の
７
、７
７
６
人
を
ピ
ー
ク
と
し
、
平
成

27
年
に
は
７
、４
０
８

人
程
に
減
少
、
人
口
推

計
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
平
成
72
年
に
は
５
、

５
０
０
人
程
度
に
な
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
山
村
は
健
康
な
長

寿
を
目
指
し
て
、
豊
か

な
自
然
・
美
し
い
景

観
・
安
全
安
心
な
農
作

物
な
ど
高
山
村
な
ら
で

は
の
地
域
資
源
を
生
か

し
た
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
の
里
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

農
産
物
で
は
、
リ
ン

ゴ
・
ぶ
ど
う
の
果
樹
栽

培
に
適
し
た
地
域
で
、

特
に
リ
ン
ゴ
は
ブ
ラ
ン

ド
化
が
図
ら
れ
市
場
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。
ま
た
、
現
在
は

ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
の
産
地

と
し
て
知
名
度
も
上
が
っ
て
お
り
、

加
え
て
ワ
イ
ナ
リ
ー
も
本
年
中
に
2

カ
所
目
の
施
設
が
完
成
す
る
こ
と
と

な
り
今
後
の
ワ
イ
ン
産
業
に
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
面
で
は
春
の
し
だ
れ
桜
・
秋

の
松
川
渓
谷
の
紅
葉
は
特
に
有
名
で

毎
年
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
ま
す
。

更
に
雷
滝
、
山
田
牧
場
、
八
つ
の
い

で
湯
な
ど
見
ど
こ
ろ
豊
富
な
自
然
豊

か
な
村
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
山
村
は
、
平
成
22
年
に
「
日
本
で

一
番
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
し
、
平

成
27
年
に
は
「
志
賀
高
原
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
」
の
登
録
範
囲
が
全
村
域
に

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
全
村
登
録
に
よ

り
、
ユ
ネ
ス
コ
の
ロ
ゴ
が
村
全
体
の

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、
ユ
ネ
ス
コ

の
知
名
度
を
生
か
し
た
情
報
発
信
・

農
産
物
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
促
進

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

高
山
村
は
、
昭
和
31
年
9
月
30
日

に
松
川
を
挟
ん
だ
高
井
・
山
田
両
村

が
合
併
し
誕
生
し
ま
し
た
。
本
年
は

村
制
施
行
六
十
周
年
の
記
念
の
年
に

当
た
り
ま
す
。
夏
を
迎
え
種
々
の
記

念
行
事
も
開
催
さ
れ
、
村
民
全
員
が

六
十
周
年
を
祝
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
自
然
豊
か
で
健
康
長
寿
の
環
境

の
も
と
で
、
高
山
村
商
工
会
は
青
年
部
・
女

性
部
と
共
に
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
高

山
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
協
力
・
婚
活
事
業
・

商
品
券
発
行
事
業
・
商
工
会
感
謝
祭
等
の
地

域
振
興
事
業
を
開
催
し
、
会
員
及
び
地
域
の

発
展
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
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中小・小規模事業者の
事業再開を応援●

台風・洪水・雪災といった自然
災害による損失を幅広く補償●

店舗、作業場等の事業用建物が、地震、
津波、台風、雪災、火災等の災害により損
害を受けた結果、事業が完全に休止した
場合に休業日数に応じて共済金を支払
い事業再開を応援します。

地震・噴火・津波による
損失も補償●

特　徴

地震等災害時の

休業対応応援共済
中小・小規

模事業者の事業再開を応援

共済金をお支払する主な事由

お問い合わせはお近くの商工会へ

この制度は

三つの特色を組み合わせた商工会員のための共済制度です。

商工貯蓄共済
資金の
貯 蓄融資の

あっせん
生命事故
の保障

ひとつの掛金で
三つの備え

更新契約できます！

　　　 そのメリットは…

１　現在の保
障内容が継続

可能！

２　告知や診
査等は不要！

３　病気や入
院中の方でも

更新可能！

○ 更新とは、既加入の契約が満期になった時、

健康状態に関係なく原則としてそれまでの保

険金額の範囲内で保障を継続できる制度です。

Ⅰ 加入できる人（加入者＝積立をする人）
　　商工会の会員・家族・従業員

Ⅱ 生命保障の対象となる人（被保険者）
　　 商工会の会員・家族・従業員で5歳7カ月から65歳6カ月まで

の健康な方

Ⅲ 加入期間　10 年間
Ⅳ 加入口数　被保険者 1 人につき 20 口まで（1 口 2,000 円）

Ⅴ 貯蓄積立金および利息
　　 貯蓄積立金は、銀行の1年定期預金扱いで複利となります。

Ⅵ 貯蓄積立金の返戻
　　 満　期　時： 満期時には、10年間の貯蓄積立金元利合計をお

返しします。
　　中途解約時： 中途で解約される場合は、それまでの貯蓄積立

金元利合計をお返しします。

Ⅶ 加入者配当金の返戻
　　 毎年決算状況に応じ、納付保険料の一部が積立てら

れ、満期時等に返戻されます。
Ⅷ 融資
　　 加入口数１口につき100万円以内とし、加入口数

に応じ最高2,000万円までの利用ができます。
（ただし、商工会等での審査があります）

Ⅸ 加入口数と診査区分（契約内容により告知書扱から変更あり）

契約年齢 告知書扱 診査医又は健
診通知書他扱

保険金
（１口当たり）

6〜39歳 1〜15口 16〜20口 100万円40〜46歳 1〜12口 13〜20口
47〜54歳 1〜20口  ｜ 50万円
55〜65歳 1〜20口 ｜ 25万円

お問い合わせはお近くの商工会へ
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